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研究成果の概要（和文）：サービス・ドミナント・ロジックの視点から、地域マーケティングにおけるアクター
の価値共創について考察した。従来の商品を拡張したアプローチではなく、アクターによるサービス提供および
資源統合によって地域マーケティングを分析した。地域のアクターによる価値共創の枠組みを明確にするために
サービス・エコシステムの観点から、キーストーンと制度の役割について、アクターの資源統合を促進する役割
があるものとしてとらえられることを示している。

研究成果の概要（英文）：We examined the value co-creation of actors in regional marketing from 
service -dominant logic. We investigated regional marketing of multiple actors in service exchange 
and resource integration, not by an extended approach of conventional products. In order to clarify 
the framework of value co-creation by local actors, it is shown that the role of keystone and 
institution as a role to promote resource integration of actors. .

研究分野： マーケティング

キーワード： 地域マーケティング　価値共創

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
地域の発展のためには多様なアクターの参加が必要とされている。従来の地域マーケティングでは主体を地方自
治体もしくはそれに関連する段階に限定しており、受け手である顧客や観客は価値の創造者ではなかった。本稿
ではサービス・ドミナント・ロジックのアプローチを用いることによって、多様なアクターが参加することによ
る価値共創の枠組みを調査しており、サービス・ドミナント・ロジック分野の範囲を広げる学術的意義と、社会
的意義を有することになる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 従来の地域マーケティングは、マーケティングが抱えている問題点をそのまま引き継いでい
る状況にある。すなわち、分析の焦点を市場取引と同様の商品として捉えるアプローチである。
この場合、売り手と買い手が明確になっているような場合、たとえば、お土産品や観光といっ
た場合は、焦点が明確となっていることから伝統的なマーケティング・ミックスを利用した方
法もしくはリレーションシップをつかった手法などが有効と考えることが出来る。 
 しかし、地域そのものは極めて複雑な研究対象となっており、近年の地域活性化のアプロー
チでは主体をどのように設定するのかが難しくなる。地域マーケティングを地方自治体と設定
する範囲を超えた必要性が求められるようになってくると、多様な主体による価値共創の視点
が求められてきている。 
 さらに、マーケティングの領域において、取引の関係を大きく超えたアプローチの必要性が
求められてきている(Lusch and Vargo 2014)。分析の単位を取引の対象となる商品（グッズ）
ではなく、サービス（スキルやナレッジの適用）とすることによって、取引や市場の範囲を超
えたマーケティング現象の分析を可能とする方法が捉えるようになっている(庄司 2018)。本研
究では、このようなマーケティング研究と地域研究のフレームワークを統合する新たなアプロ
ーチを踏まえながら研究を進める必要性を認識して進めたものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、地域に対するサービス・エコシステムアプローチから、地域マーケティングの
構造について検討を行っている。サービス・ドミナント・ロジックをベースとしたサービス・
エコシステムは、近年、サービス研究において導入されている概念であり、枠組みである。サ
ービス・エコシステムは、共有された制度的論理とサービス交換を通じた，価値創造によって
結びついた資源統合のアクターに関する，自己包含的で，自己調整的なシステムであると定義
されている(Vargo and Akaka 2012 p.207)。 
 都市や都道府県などを始めとする地域は、複数の利害関係者が共存するエコシステムである
と考えることが出来る。このようなエコシステムでは、誰かが全体を制御し、統制するのでは
なく、個々のアクターが自らの wellbeing でもある文脈価値を高めるために、価値を共創する
ことになる。 
 これまでの地域マーケティングの研究では、伝統的なマーケティングの手法を適用する研究
が進められてきた。具体的には製品をベースとしたマーケティングであり、いわゆる 4P とい
うレベルでの分析が中心であった。あるいは、地域を一つのブランドとして捉え、マーケティ
ングの発展領域の一つであるブランドベースから検討もされている。これらの研究領域は従来
の範囲において価値があると考えられるが、他方で、多様な主体を統合的に捉えるアプローチ
が不足している。三浦はこの点についてすでに指摘しており(原田・三浦 2011)、企業のブラン
ドと地域ブランドの相違点を指摘し、そこには、主体の問題があると指摘する。つまり、ある
一定の範囲で複数の利害関係者が用いることができるもので、コントロールが場合によっては
難しいというものになるのである。 
 そこで、この研究では、分析単位が複合的に取り組むことが出来るサービス・エコシステム
を前提にしたアプローチを用いる。サービス・エコシステムは、ミクロ、メゾ、マクロの 3 つ
の視点を取り込んでいる。そこでは、ミクロレベルとしてのサービス交換と資源統合、メゾレ
ベルとしての複合的なサービス交換、そしてマクロレベルとしての制度と制度的配列である。
複合的な視点での解明が行われることになる。 
  
  
３．研究の方法 
設定した研究目的にしたがって、問題を検討するためにここではフレームワークの構築とそ

の適用可能性について考察することになる。S-D ロジックは現在、進行中の研究領域で有り、
その理論化が進められているところである。 
特に、S-D ロジックはサービス研究だけでなく、社会学、社会構成理論などをベースに発展

しているため、構成概念が明確に定められているわけではない。特に極度に抽象的に発展して
きているので、構成概念の整理が欠かせなくなる。さらに、サービス・エコシステムアプロー
チが、幅広い現象を説明しようとしていることから、これを地域マーケティングに適用するた
めの基準を設定する必要がある。本研究では、これらの視点を意識しながら、多面的な方法を
採用しているものである。 
 
 
４．研究成果 
 本研究では、概念レベルであったサービス・エコシステムの地域マーケティングへの適用に
ついて議論し、その方向性を示したことが主な成果となる。 
 まず、学会発表①においては、世界遺産として認定された地域資源の特性について検討して
いるものである。特に特質すべき価値が認定されるための方法論が近年の世界遺産認定におい
てみられることを明らかにした。 
 学会発表②、雑誌論文①においては、サービス・エコシステム概念の基盤となるサービス・



ドミナント・ロジックがどのようにサービス交換を捉えているのかについて考察した。サービ
スは無形財もしくは取引の対象としてのサービスではなく、必要性に応じて相手に提供される
ナレッジやスキルと定義される(Lusch and Vargo 2014)。従来のマーケティングでは、取引の
対象としての有形財や無形財の交換に注目することになるが、取引の場面だけでは十分に説明
が出来ず、結果として交換が発生したことだけが解明されることになる。一方、サービス交換
の視点からは、取引に関わらず、対象となる企業や組織、顧客、その他の利害関係者とのイン
タラクションを分析する視点を提供することが出来る。サービス交換の様相を理解することが
エコシステムの動態を確認する上でも必要になる。 
 雑誌論文③、学会発表⑪では、本研究の主たる成果となる。特に 2つの点についてアプロー
チしている。一つはエコシステムと組織の対比である。従来の地域研究においては、組織を形
成するアプローチを強調している。組織を形成することによって、従来のマネジメント、組織
論、戦略論あるいはマーケティング論の枠組みを用いて問題の解決を図ろうとすることになる。
しかしながら、組織を形成しようとすると主体の範囲を明確にすることが求められる。そのた
め、地方自治体やそれに関連する組織が地域マーケティングの中心として位置づけることにな
る。 
 しかしながら、地域の場合は、複数の利害関係をもつ多様な主体が共存している所に難しさ
がある。そのため、共通の目標を持った組織として形成することが極めて難しくなる。これま
での地域活動ではこれらの組織や特定の目的を持った組織が「旗振り役」を担う程度であり、
様々な利害関係者のサービス提供をコントロールすることは困難であった。 
 一方、エコシステムの視点は、これに対比されることになる。具体的には、主体間に「上下
関係が無く」、複数の主体からなる」ものであり、「共通の価値観があるが，目的は統一されて
いない」ということにある。 
 さらに雑誌論文③においては、地域キャラクターのもつ制度としての特徴について検討して
いる。地域キャラクターは，動物等をイメージしたマスコットキャラクターであり，地域に関
わる活動に用いられており、地方自治体や関連する団体（観光協会など）によって設定されて
いるものを指す(庄司 2013)。特定の活動の PR を目的に設定されていたが、その有用性が一部
のキャラクターで認められるようになると、その地域に関わる活動でも利用される象徴となっ
ている。 
 地域キャラクターは、商品に設定されるとする視点ではなく、エコシステムから利用される
と下図のような特徴を持つことになる。単なる交換価値を強調するのではなく、提供されるこ
とによってエコシステムのキーストーンとしての役割を担うことになる。 

 
 つまり、地域活動への関わりを認
定するためには、一つの資源によっ
て多くの関係者を巻き込む必要が
出てくる。それぞれの関係者が単な
る受益者として活動するのではな
く、アクターとして能動的に関わる
ことで、この資源をオペラント資源
(Lusch and Vargo 2014)として用い
ることができるようになる。 
 
 
 

 図 1 地域キャラクターの利用の視点 
 出所：庄司真人「地域の価値共創：サービス・エコシステムの観点から」『サービソロジー』
第 4巻第 3号、2017 年、22 頁。 

 さらに、キーストーンとしての枠組みを
図 2のようにまとめられる。 
 多くの利害関係者が自らの資源統合と
サービス交換によって、相互の関係を明示
することによってその有用性を高めるこ
とが必要となる。住民が何をしているのか、
購入客が何をしているのか、企業の地域と
の関わり、そして地方自治体の役割をそれ
ぞれ明確にしていくことが必要となる。 
 S-D ロジックでは価値教祖の枠組みとし
てアクターの視点を導入している。この視
点は消費者という用語の持つ限界を指摘
することになる（雑誌論文⑤参照）。 

 図 2 地域キャラクターによる主体間の結びつき 
 出所：庄司真人「地域の価値共創：サービス・エコシステムの観点から」『サービソロジー』
第 4巻第 3号、2017 年、22 頁。 



アクターを企業、消費者として役割で分けるのではなく、個々のアクターの動向を動態的に
分析することによって、地域マーケティングの範囲と意義が大きく変わるということが指摘で
きよう。さらに、顧客エンゲージメントとコンステレーションの視点からの分析枠組みの妥当
性について考察した。 
この研究では、以上のように、多様な主体による価値共創のプロセスをマーケティングの視

点から検討したものである。従来の価値の送り手と受け手という限定した既存の視点ではなく、
アクターとしての役割と全体のマクロの役割について検討し、その分析視点の有用性について
明らかにしたことが意義である。一方で、モデル化のために少数の事例をもとにした考察を中
心としているので、今後はこれらの適用可能性についての詳細な検討が必要となるであろう。 
さらに、学会発表⑫でも指摘したように、顧客エンゲージメントの研究に注目し、サービス

交換を発生させる、アクターの能動的な役割について検討した。個々で明らかにしたようにエ
ンゲージメントするアクターを明確にする範囲の問題が発生する。アクターの広がりと集中と
いう問題については今後の検討課題となる。 
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